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秋も深まり富士の雪化粧と紅葉のコントラ
ストが美しい季節になりました。会員の皆
様には益々ご清栄のこととご拝察申し上げま
す。平素より同窓会活動にご理解をいただき，
多大なご支援を頂戴しておりますことを心よ
り感謝申し上げます。
全国的な傾向と違わず，新型インフルエ

ンザは毛呂山でも散見されています。この 8
月には医学部の学生も十数名が罹患し，東医
体への参加を辞退した部活もありましたが，
夏休みが幸いしたのか，その後は感染の拡大
はないようです。大学病院内でも今のところ
集団発生は認められませんが，今後は流行し
やすい季節になりますので，大変心配なとこ
ろです。
さて，最近の話題といえば何といっても衆

議院議員選挙でしょう。自民党の賞味期限（消
費期限？）が切れ，多くの国民が変化を求
めて民主党を選択しました。医師会員の約 6
割が民主党に投票したというデータも出てい
ます。これは医療崩壊を招いた自民党政権に
お灸を据え，新しい政権に期待を込めたとい
うことを意味します。鳩山内閣になり各閣僚
も出揃いましたが，今のところ我々にとって
最も気懸かりな医療政策の具体的な内容が見
えて来ません。当面は民主党のお手並み拝見
というところですが，医療現場が今まで以上
に厳しくならないことを祈るのみです。
ところで，本来は医師の偏在を問題視され

るべきですが，世間では何故か医師不足が叫
ばれ，それを反映して医学部の定員増が認可
されました。埼玉医大も平成 21 年度（今年
度）は 10名増えて入学定員が 110 名となり
ました。ところが，ここに来てさらに医学部
の定員増（地域枠）が推奨され，その結果平
成 22 年度（来年度）の本学の入学定員は 5
名増え 115 名になるようです。この 5名に

は県より奨学金（月額 20 万円？）が貸与さ
れる予定であり，卒後のある一定期間は埼玉
県内の指定病院で勤務することが義務づけら
れます。本学の学生数を考えますと，入学定
員が 100 名であった時の 6学年合計 600 名
から，一挙に 690 名（115 名の 6 学年）に
増員されることになります。従って，現在の
講義室では手狭になることから，来年度に
は新たに講義棟が建設される予定になりまし
た。建設される場所は，同窓生の皆様もご記
憶があると思いますが，庭に池のある旧外科
別館のところです。通常の全体講義，スモー
ルグループ学習，試験会場，等々に対応でき
るような多機能な教室として建設されるよう
ですので大いに期待をしています。
昨今の厳しい医療事情を考えますと，同窓
生の医療施設間同士の診・診連携や，同窓生
の医療施設と大学病院との病・診連携あるい
は病・病連携を一層深めて行くことも必要
と考えます。そのような現状を鑑み，同窓会
としましても同窓生の全国規模のドクターズ
マップをホームページに展開して行きたいと
考えており，現在準備中です。
今回の同窓会報では「卒後臨床研修につい
て考える」というテーマで特集が組まれてい
ます。大学の卒後教育の責任者である西村重
敬教授を始め，多くの先生方に貴重なご意見
を頂戴しましたことを心より感謝申し上げま
す。同窓生の皆様も，この特集を通して平成
16年に制定された初期臨床研修制度の目的，
その問題点，さらにその変遷についてご理解
頂ければ幸いです。
この同窓会報がお手元に届くのは秋も深
まっている頃と存じます。前述しましたよう
にインフルエンザの流行が心配な季節に入り
ますので，皆様にはくれぐれもご自愛下さい。



お  知  ら  せ

開業記念品贈呈について

　埼玉医大卒業生の皆様の開業をお祝いし
て，同窓会記念品（ブロンズ製古鏡文鎮）を
お贈りいたしております。すでに開業（新規
に限らず，会員にとって新規とみなされるも
のは全て対象となります。例えば，親の病院・
診療所等の事業の引き継ぎ他）をなさってお
られる方，また近日中に開業を予定されてい
る方にもご連絡をいただければ，早々に発送
の準備を致したく存じます。
　記念品の加工処理の問題もありますので，
下記要領によりご申請いただくようにお願い
申し上げます。
　なお，開業 1件のみが対象となりますが，
贈呈当該年度までの会費が完納されているこ
とが条件となりますので，ご確認の程宜しく
お願い申し上げます。

　上記の内容を記載の上，事務局宛ご連絡下
さい。葉書，FAX等何れでも結構です。








